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きょうの紙面

◆
こ
の
と
こ
ろ

中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
総

会
で
は
、
薬
局

の
役
割
再
定
義

が
重
要
な
議
題

と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
門

前
薬
局
偏
重
や
敷
地
内
薬
局

の
増
加
が
、
医
療
提
供
体
制

の
公
平
性
や
地
域
連
携
の
阻

害
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
◆
厚
生
労
働
省
に
よ
る

と
、
門
前
集
中
率
85
％
超

の
薬
局
が
都
市
部
で
増
加

し
、「
患
者
の
た
め
の
薬
局

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
掲
げ
ら
れ
た

「
地
域
密
着
型
へ
の
転
換
」

が
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
判

明
し
た
。
こ
の
た
め
、
調
剤

基
本
料
の
見
直
し
や
敷
地
内

薬
局
に
対
す
る
特
別
調
剤
基

本
料
Ａ
の
除
外
規
定
削
除
な

ど
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

る
◆
こ
れ
ら
は
薬
局
経
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
特

に
都
市
部
の
小
規
模
薬
局
は

立
地
依
存
型
の
収
益
構
造
か

ら
脱
却
を
迫
ら
れ
、
在
宅
医

療
な
ど
機
能
強
化
へ
の
取
り

組
み
が
不
可
避
と
な
る
。
一

方
で
、
過
疎
地
向
け
の
特
例

措
置
や
地
域
差
へ
の
対
応
も

課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る

◆
中
医
協
で
の
議
論
は
、
薬

局
を
単
な
る
調
剤
拠
点
か
ら

地
域
包
括
ケ
ア
の
担
い
手
へ

と
転
換
し
て
い
く
契
機
と
な

る
の
だ
ろ
う
か
。「
立
地
か

ら
機
能
へ
」
と
い
う
政
策
も

踏
ま
え
、
薬
局
が
地
域
医
療

に
貢
献
す
る
体
制
構
築
が
求

め
ら
れ
る
。

感
染
症
専
門
薬
剤
師
」
等
を
継

続
し
、
両
学
会
の
共
同
認
定
で

あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
。
両
団

体
の
委
員
で
運
営
す
る
共
同
運

営
委
員
会
で
基
本
方
針
等
を
検

討
し
、
実
務
は
実
績
の
あ
る
日

病
薬
の
委
員
会
が
継
続
し
、
エ

イ
ズ
学
会
の
委
員
が
参
画
す
る

と
し
て
い
る
。

　

奥
田
真
弘
副
会
長
は
10
日

の
記
者
会
見
で
、「
学
会
と
の

共
同
運
営
に
よ
っ
て
信
頼
性

が
得
ら
れ
る
制
度
設
計
を
行

い
、
患
者
さ
ん
か
ら
頼
り
に

さ
れ
、
認
定
者
も
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
語
っ

た
。

　

薬
局
薬
剤
師
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、「
Ｈ
Ｉ

Ｖ
専
門
薬
剤
師
の
認
定
者
の
中

に
、
薬
局
に
在
籍
し
て
い
る
薬

剤
師
も
い
る
。
専
門
医
療
機
関

連
携
薬
局
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
加
わ
る

こ
と
で
認
定
者
が
増
え
る
と
思

う
の
で
、
共
同
運
営
委
員
会
で

具
体
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

病
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
傷
病
区
分
を
追

加
す
る
方
向
に
あ
る
。
薬
局
の

認
定
要
件
と
し
て
、
学
会
認
定

を
受
け
た
専
門
薬
剤
師
の
配
置

が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
病
薬
と
エ
イ
ズ
学
会
は
、

こ
れ
ま
で
も
一
部
協
業
し
て
運

営
を
進
め
て
き
た
。
エ
イ
ズ
学

会
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
専
門
薬
剤
師
制
度

を
運
営
す
る
こ
と
を
決
め
、
専

門
医
療
機
関
連
携
薬
局
に
お
い

て
専
門
性
を
認
定
す
る
団
体
と

し
て
申
請
す
る
方
針
だ
。
既
に

日
病
薬
が
運
営
し
て
い
る
Ｈ
Ｉ

Ｖ
専
門
薬
剤
師
制
度
が
あ
り
、

「
同
じ
疾
患
領
域
で
複
数
の
専

門
薬
剤
師
制

度
が
存
在
す

る
の
は
好
ま

し
く
な
い
」

と
の
理
由
で

共
同
認
定
制

度
の
協
議
を

開
始
。
両
団

体
で
基
本
合
意
内
容
を
了
承

し
、
共
同
運
営
を
開
始
す
る
見

通
し
が
立
っ
た
。

　

専
門
薬
剤
師
制
度
を
運
営
す

る
日
病
薬
に
、
エ
イ
ズ
学
会
は

臨
床
や
基
礎
領
域
で
最
新
の
医

学
的
知
見
を
も
と
に
し
た
研
修

会
を
開
催
し
て
お
り
、
地
域
医

療
や
予
防
施
策
へ
の
参
画
な
ど

学
術
性
や
社
会
的
機
能
を
有
し

て
い
る
。
両
者
が
持
つ
強
み
を

融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
同
専
門

薬
剤
師
制
度
の
社
会
的
な
信
頼

性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
り
た

い
考
え
。

　

名
称
・
認
定
証
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

　

日
本
病
院
薬
剤

師
会
は
、
来
年
４

月
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
症
専
門
薬
剤
師

制
度
に
つ
い
て
日
本
エ
イ
ズ
学

会
と
の
共
同
認
定
制
度
を
開
始

す
る
。
両
団
体
の
委
員
で
運
営

す
る
共
同
運
営
委
員
会
で
基
本

方
針
等
を
検
討
し
、
来
年
３
月

に
協
定
書
を
締
結
す
る
計
画
。

日
病
薬
が
運
営
す
る
専
門
薬
剤

師
制
度
で
学
会
と
共
同
運
営
化

す
る
の
は
初
め
て
。
エ
イ
ズ
学

会
の
医
学
的
知
見
と
日
病
薬
の

薬
学
的
専
門
性
を
融
合
さ
せ
、

専
門
薬
剤
師
制
度
の
信
頼
性

向
上
を
目
指
す
と
共
に
、
専

門
医
療
機
関
連
携
薬
局
の
傷
病

区
分
と
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
追
加
予

定
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
薬
局
に

勤
務
す
る
薬
剤
師
も
取
り
込
む

方
針
だ
。

　

共
同
運
営
化
は
エ
イ
ズ
学
会

か
ら
の
打
診
を
受
け
て
実
現
し

た
も
の
。
日
病
薬
は
２
０
０
８

年
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
専
門
薬

剤
師
制
度
を
運
用
し
、
試
験
や

病
院
研
修
、
認
定
審
査
の
実
務

を
担
っ
て
き
た
。
既
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
が
１
０

２
人
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
専
門
薬

剤
師
が
33
人
に
上
る
。

　

専
門
的
な
薬
物
療
法
を
提
供

し
、
高
度
な
薬
学
的
管
理
機
能

を
発
揮
す
る
専
門
医
療
機
関
連

携
薬
局
は
癌
に
加
え
、
小
児
疾

　

６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
骨

太
方
針
で
は
、「
歯
科
医
療
機

関
・
医
歯
薬
連
携
な
ど
の
多
職

種
連
携
」
が
明
記
さ
れ
た
。
口

腔
ケ
ア
を
通
じ
て
全
身
疾
患
を

予
防
す
る
重
要
性
が
高
ま
る

　

日
本
発
の
薬
剤
師
を
対
象
と
し
た
口
腔
ケ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
が
国
内
外
で

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
口
腔
ケ
ア
学
会
は
薬
剤
師
が
口
腔
ケ
ア
の
実
技
を
学
べ
る

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
修
会
を
開
催
し
、
薬
剤
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す

る
と
共
に
、
薬
学
生
に
も
教
育
の
裾
野
を
広
げ
る
。
一
方
、
抗
癌
剤
治
療
に
お
け
る
口

腔
ケ
ア
で
は
、
東
京
薬
科
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
フ
ラ
ン
ス
の
医
師
・
薬
剤
師
と
共

同
で
、
薬
剤
師
主
導
の
口
腔
ケ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
す
る
た
め
の
国
際
共
同
研

究
を
開
始
し
た
。
口
腔
ケ
ア
教
育
体
制
の
整
備
を
通
じ
て
、
薬
剤
師
の
新
た
な
職
能
拡

大
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

中
、
同
学
会
は
所
属
の
歯
科
医

師
監
修
の
も
と
２
０
２
３
年
か

ら
薬
剤
師
向
け
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
実
施
。
薬

剤
師
は
口
腔
内
に
ペ
ン
ラ
イ
ト

を
当
て
、
疾
患
に
関
連
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
な
い
か
観
察
す
る
手

技
を
学
び
、
実
践
力
を
身
に
つ

け
る
。
24
年
か
ら
は
学
会
認
定

資
格
と
し
て
「
薬
剤
師
４
級
」

「
同
５
級
」
を
創
設
し
た
。

　

日
本
で
は
定
期
的
な
歯
科
受

診
率
の
低
さ
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
が
、
同
学
会
薬
剤
師
部
会

長
で
あ
る
慶
應
義
塾
大
学
薬
学

部
の
山
浦
克
典
教
授
が
研
究
代

表
者
を
務
め
た
24
年
度
の
厚
生

労
働
科
学
研
究
で
は
、
薬
剤
師

の
介
入
に
よ
り
歯
科
受
診
率
が

増
加
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局

勤
務
の
薬
剤
師
を
対
象
に
口
腔

の
健
康
サ
ポ
ー
ト
に
特
化
し
た

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
受
講
者
は
自
信
を
深

め
、
薬
局
で
の
口
腔
ケ
ア
提
供

意
識
が
向
上
す
る
効
果
も
確
認

さ
れ
た
。

　

山
浦
氏
は
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
全
国
に
拡
大
し
た
い
」
と

意
欲
を
示
す
。
薬
剤
師
が
活
用

で
き
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
作
成

し
て
お
り
、「
知
識
不
足
を
補

う
教
育
体
制
は
整
備
さ
れ
て
き

て
い
る
。
薬
剤
に
起
因
す
る
口

腔
内
ト
ラ
ブ
ル
は
薬
剤
師
が
第

一
発
見
者
と
な
り
、
歯
科
医
師

や
医
師
に
つ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
期
待
を
語
る
。

　

健
康
サ
ポ
ー
ト
の
み
な
ら

ず
、
病
院
薬
剤
師
主
導
に
よ
る

口
腔
ケ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

海
外
に
展
開
す
る
動
き
も
出
て

い
る
。
東
京
薬
科
大
薬
学
部
医

療
衛
生
薬
学
科
・
医
薬
品
安
全

管
理
学
教
室
の
吉
田
謙
介
講
師

と
清
海
杏
奈
助
教
ら
の
グ
ル
ー

プ
は
、
抗
癌
剤
治
療
で
の
口
腔

粘
膜
炎
対
策
に
注
目
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
薬
剤
師
・
医
師
と
国
際

共
同
研
究
を
開
始
し
た
。

　

日
本
で
は
病
院
薬
剤
師
主
導

に
よ
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式
の

口
腔
ケ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、口
腔
粘
膜
炎（
グ
レ
ー

ド
２
以
上
）
の
発
生
率
や
発
生

ま
で
の
期
間
が
有
意
に
改
善
す

る
結
果
が
国
際
共
同
コ
ホ
ー
ト

研
究
で
示
さ
れ
る
な
ど
、
有
用

性
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
薬
剤
師
に

よ
る
癌
患
者
へ
の
服
薬
指
導
は

原
則
初
回
の
み
で
、
保
険
制
度

上
選
択
で
き
る
薬
剤
師
が
限
ら

れ
る
ほ
か
、
医
療
従
事
者
の
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
や
口
腔
ケ
ア

の
知
識
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
で
の
実
績
を

基
盤
に
フ
ラ
ン
ス
の
医
療
制

度
や
薬
剤
師
の
職
能
に
即
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
装
し
、

将
来
的
に
は
他
国
展
開
も
視
野

に
あ
る
。

　

吉
田
氏
は
「
日
本
の
口
腔
ケ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
世
界
的

に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し

た
。
国
際
的
に
均
て
ん
化
さ
れ

た
口
腔
ケ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
確
立
を
推
進
し
た
い
」
と
意

欲
を
示
し
て
い
る
。

専
門
薬
剤
師
、初
の
共
同
運
営

Ｈ
Ｉ
Ｖ
領
域
で
エ
イ
ズ
学
会
と
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口
腔
ケ
ア
で
薬
剤
師
職
能
拡
大

広
が
る
日
本
発
の
教
育
成
果

日
仏
で
国
際
共
同
研
究
も

奥田副会長
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